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～大学での団体受験に使われる TOEFL 対策本 3 月 1 日刊行～

『これならわかる TOEFL
®

ITP テスト総合対策』

『これならわかる TOEFL
®

ITP テスト文法マスター440』

教育出版の株式会社旺文社(本社：東京都新宿区、代表取締役 赤尾文夫)は、大学入学後のクラス
分け等に活用され近年受験者が増加している TOEFL® ITP テスト(団体受験)の対策本『これならわかる
TOEFL® ITP テスト 総合対策』『これならわかる TOEFL® ITP テスト 文法マスター440』を 3 月 1日に
同時刊行します。

ITP テストは、昨年度 全国 500 以上の団体、年間 17万人が受験。大学入学時のクラス分けの他、
英語学習の動機付け、カリキュラムの効果測定、単位認定や成績の一部評価、英語力の測定、TOEFL
テストの受験準備、海外研修の選考試験、英語教員や社員の研修など幅広く活用されており、今後も
需要が増えるものと思われます。このような状況を受け、今回初めてTOEFL ITPの対策本を刊行しまし
た。

■ 書籍概要

初心者でも短期間で TOEFL®ITP 対策ができる
TOEFL 教材は既に多数出版されていますが、難易度が高く、初心者にとっては学習しにくい
内容となっていました。この問題集では、以下の点を改善し、学びやすい教材にしました。
１． ２色カラーで見やすく
２． すべての英文に和訳を付け、わかりやすく
３． 効率よく定着する構成と問題量に
４． 大学生にも購入しやすいリーズナブルな価格に （他書平均価格：2,200 円・・・国会図書館蔵書データより抽出）

書 名
これならわかる
TOEFL®ITP テスト総合対策
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刊 行 2010 年 3月 1日 2010 年 3月 1日
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■ 刊行の背景

●TOEFL（Test of English as a Foreign Language）
は、主に北米の大学・大学院への留学を志願する
外国人(英語を母国語としない人)の英語能力を測
定するため、アメリカの教育研究機関 Educational
Testing Service(ETS)により開発されたテストです。

●正式に TOEFL を受験する場合、形式は、PBT
（Paper-based Test ペーパー版 TOEFL テスト)と
iBT（Internet-based Test インターネット版 TOEFL
テスト)がありますが、2010 年 2 月現在、日本では
iBT のみが実施されています。

●近年日本では、iBT に加え、TOEFL PBT の過去
問題を再利用して行う団体向けテストプログラム
ITP（Institutional Testing Program 団体受験）の
導入が増えています。

●ITP のスコアは公的な効力は持ちませんが、大
学入学後のクラス分けに活用される※１など、高校、
企業等も含め利用が増加※2し、2008 年の受験者
数は全国 500 団体以上、年間約 17 万人となって
います。

このような背景を受け、旺文社では今回初めて、ITP専門の対策本を刊行することとなりました。
既刊の「TOEFL iBT 大戦略シリーズ はじめての TOEFL®テスト完全対策」は、東大生協、京大生協
の TOEFL 書で、売上 No.1※３となっていますが、ITP対策版を加えることで更なる市場拡大を目指し
ます。

※3 2008 年 7 月～2009 年 6 月大学生協事業連合会売上調査より
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※2 国際教育交換協議会（CIEE）日本代表部 調べ
2009 年 1 月現在の利用団体を基に算出
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※1 国際教育交換協議会（CIEE）日本代表部 調べ
2009 年 1 月現在の受講者数を基に算出。


